
グループ協議について 

 

１ グループ分け ＊資料３に記載のＡ・Ｂ・Ｃを，それぞれＡ班・Ｂ班・Ｃ班で協議 

班 班長 委員 事務局 記録係 

Ａ 田中会長 絹野委員  加賀課長 柴田課長 佐藤指導主事 

Ｂ 毛利副会長 中島委員 中村委員 佐藤次長 寺本課長 小松指導主事 

Ｃ 山田委員 齊藤委員 竹内委員 木村部長 鶴喰次長 辰巳指導主事 

 
２ グループ協議の進め方 

 （１）役割分担・進め方の確認 ５分 

 （２）グループ協議 ６０分 

   ア 函館の教育が目指す人間像（たたき台）に関する意見を全員参加で聴取する。 
     ・文言修正，加入，削除  ・文言の言い換え ・全く新たに組み直す など 
   イ グループとしての協議の方向性を共有する。 
     ＊どのような方向性で目指す人間像を協議するか。 
      ・たたき台の文言の加除修正で対応するのか 
      ・新たに文言を組み立てるのか 
   ウ 人間像の協議を行う。 
     ＊文言のアイデア出しや文言整理や分類，文言の組み立てを協議 
   エ 完成した人間像からキーワードを検討する。 
   オ グループとしての意見をまとめる。 
     ＊人間像とキーワードの検討の経過，グループ協議の感想など 
     ＊まとめた意見は，紙に記載し，記録係から事務局へ登録してください。 
 （３）グループ発表 各グループ５分ずつ ＊各班長から発表 

 
３ グループ協議後の流れ 

 （１）全体での意見交流 

    ・他のグループの人間像との重複表現 
    ・キーワードから得られるコンセプト 
    これらを中心に，全体を俯瞰しての意見交流を行う。 
 （２）会長からのまとめ 


